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― Paul Auster, The Book of Illusions （2002）の語り手/ミューズたち1 ―
中谷ひとみ






















































































































彼の詩神となるべく送ってよこされた、この場限りの存在である。」（”a spirit, a figure born of the 




















































































































と二度も断定的に語る。（"I was afraid of what I knew, afraid of falling into the horror of what I 
knew. . . .（38）この件
くだり

































































































１ ．本論は第64回日本英文学会中国四国支部第64回大会（20年0月29日於 島根大学 松江キャンパ
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